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参考資料 

 

１ 全国の自殺の状況 

２ 久留米市の自殺の状況 

３ 令和４年度久留米市民意識調査 
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自殺に関する統計について 

自殺の統計資料は、厚生労働省の「人口動態統計」と警察庁の「自殺統計」に基づき厚生

労働省自殺対策推進室が作成する「地域における自殺の基礎資料」を参考に集計・分析等を

行っています。各統計資料は下記のとおり捉え方に違いがあり、公表される自殺者数も異な

っています。 

 

 
厚生労働省 人口動態統計 

警察庁自殺統計 

「地域における自殺の基礎資料」 

対象者 日本における日本人 日本における外国人を含む総人口 

事務手続上

の差異 

自殺、他殺あるいは事故死のいず

れか不明の時は、自殺以外で処理

される。死亡診断書等について作

成者から自殺の旨訂正報告がない

場合は自殺に計上されない。 

発見時には自殺が明確でない場合で

も、その後の調査で判明した場合はそ

の時点で「自殺統計原票」を作成して

計上される。 

自殺者数 
住居地（自殺者の居住のあった場

所）で集計。 

発見地（自殺死体が発見された場所）

と住居地（自殺者の居住があった場

所）の２通りで集計 

 

◎ 地域自殺実態プロファイルについて  

自殺対策総合推進センターが、地域の自殺の実態を詳細に分析したものです。警察庁自殺統計、

人口動態統計、国勢調査、経済センサスなどをもとに作成されています。   

 

◎ 特別集計について 

警察庁自殺統計原票を基に自殺総合対策推進センターと厚生労働省自殺対策推進室で特別集

計し、作成されています。                  
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１ 全国の自殺の状況     

警察庁の自殺統計によると、全国の自殺者数は平成 10年に前年の２万４，３９１人から

８，４７２人増加の３万２，８６３人となり、それ以降１４年連続して 3万人を超える状況

が続いていました。平成２２年以以降は９年連続の減少となっており、平成３０年には２万

１，０００人を下回りましたが、令和２年、総数は１１年ぶりに前年を上回り、その後２万

１，０００人あまりで推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：警察庁「自殺統計」より厚生労働省自殺対策推進室作成 
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２ 久留米市の自殺の状況 

（１）自殺の概況                              

１－１ 自殺者数の推移（平成１９年～令和３年） 

性別でみると、男性は令和２年に大きく増加し、令和３年に減少しています。一 

方、女性は平成３０年以降増加傾向にあります。 

 

資料：人口動態統計 

 

 

（２）性・年代別の状況                          

２－１ 性・年代別自殺者数（平成２９年～令和３年合計）   

性・年代別にみると 40歳代男性が 36人で最も多く、次いで、50歳代、60歳代男 

性となっています。男女比は７：３となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人口動態統計 
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２－２ 性・年代別自殺者数の推移（平成２９年～令和３年）  

性・年代別の自殺者数の推移をみると、令和２年に３０歳代男性の数が大きく増加

しています。女性は令和３年に４０歳代、６０歳代、７０歳代が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人口動態統計 

 

２－３ 年齢階級別における死因別順位・自殺の割合 （平成２９年～令和３年累計）  

年代別の死因順位をみると、１０歳～２９歳、３５歳～３９歳の各年代の死因の第

1位は自殺となっています。若い世代は、全体の死亡における自殺の割合も高く、特

に１５歳～２４歳の年代は、５割を超えています。 

年齢階級 第１位 第２位 第３位 
自殺の割合 
（％） 

１０～１４歳 自殺  悪性新生物・神経系疾患 ３７．５ 

１５～１９歳 自殺 不慮の事故 
悪性新生物・他に分類

されないもの 
７２．２ 

２０～２４歳 自殺 神経系疾患 不慮の事故 ５６．７ 

２５～２９歳 自殺 悪性新生物 不慮の事故 ３０．０ 

３０～３４歳 悪性新生物 自殺 不慮の事故 ２７．５ 

３５～３９歳 自殺 悪性新生物 循環器系疾患 ３２．２ 

４０～４４歳 悪性新生物 自殺 
悪性新生物・他に分類

されないもの 
２１．１ 

４５～４９歳 悪性新生物 循環器系疾患 自殺 １４．８ 

５０～５４歳 悪性新生物 循環器系疾患 自殺 １０．６ 

５５～５９歳 悪性新生物 循環器系疾患 自殺 ７．０ 

６０～６４歳 悪性新生物 循環器系疾患 呼吸器系疾患 ４．１ 

 

1
0 0

1

6

2

0
11

2
3

2
3

0
1

2
1

3 3
2 2

3
2

3

1

3 3
2 2 2

3
22

1
0

4

2

5
4

2

0

2

4

6

8

～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上

女性

H29 H30 R1 R2 R3

1

5 4 5
3 4

6
3

7

3
1

7

2

9

2
5

0
2 1

8 7

3 4 5

1
3

9
11 11

6
4

21
4

6 5

9

3
5 5

0

5

10

15

～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上

男性
H29 H30 R1 R2 R3

資料：人口動態統計 



5 

 

２－４ 自殺死亡率（久留米市・福岡県・全国）の推移（平成２１年～令和３年） 

本市の自殺死亡率は、全国、福岡県と同様、平成２４年以降減少し、平成２９年に 

は、１３．９と福岡県を下回る数値となりました。その後、１６台を推移していまし

たが、令和２年以降は、全国、福岡県を大きく上回る状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人口動態統計 

 

 

２－５ 性別の自殺死亡率（久留米市・全国）の推移（平成１９年～令和３年） 

 性別でみると、本市の男性の自殺死亡率は平成２４年以降減少傾向となりますが、

平成３０年、令和２年に急増し、令和３年も全国値を大きく上回っています。女性

の自殺死亡率は平成３０年に増加に転じ、その後も増加が続き、全国値を上回って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：地域における自殺の基礎資料 
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２－６ 性・年代別自殺死亡率の推移（平成２９年～令和３年合計） 

男性は、２０歳代を除く全世代で全国男性の自殺死亡率を上回っています。特に８

０歳以上については差が最も大きくなっています。女性は、６０歳代までのすべての

年代で全国を上回っており、特に２０歳未満の世代では全国の自殺死亡率の２倍とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：地域における自殺の基礎資料 

（３）職業別の状況 

３－１ 職業別自殺者の構成割合（平成２９年～令和３年合計）  

職業別にみると、無職者が６割となっており、無職者のなかでも「その他の無職者」 

の割合が男女ともに高くなっています。次に有職者の「被雇用者・勤め人」となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：地域における自殺の基礎資料 
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（４）原因・動機別の状況               

  ４－１ 原因・動機別の構成割合（平成 29 年～令和 3 年合計） 

原因動機別にみると、「健康問題」が最も多く、次いで「経済・生活問題」、「家庭問 

題」の順になっています。男女別では「健康問題」に次いで、男性は「経済・生活問

題」、女性は「家庭問題」を抱える割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 ４－２ 原因・動機別構成割合の推移（平成２９年～令和３年）                      

男性は令和元年以降「経済・生活問題」の割合が高くなっています。女性は令和 

２年以降「家庭問題」、令和 3年は「その他の原因・動機（孤独感・近隣関係などを

含む）」の割合が高くなっています 
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 資料：地域における自殺の基礎資料 
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資料：地域における自殺の基礎資料 

 

原因・動機別を年代でみると、男性は年代が上がるにしたがい「健康問題」の割

合が高くなっています。２０歳未満は「学校問題」が最も高く、２０歳代は「勤務

問題」、３０歳代から５０歳代にかけて「経済・生活問題」の割合が高くなっていま

す。女性は、２０歳未満は「健康問題」と「学校問題」の割合が最も高く、２０歳

代と４０歳代は「家庭問題」の割合が高くなっています。 
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資料：警察庁自殺統計原票データを厚生労働省（自殺対策推進室）において特別集計 

（自殺日・居住地） 
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60～69歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

～19歳

女（年代別）

健康問題 経済・生活問題 家庭問題 勤務問題

男女問題 学校問題 その他 不詳



10 

 

４－３ 原因・動機別の内訳（平成２９年～令和３年）  

（１）健康問題 

「病気の悩み・影響（うつ病）」が最も多く、次いで「病気の悩み（身体の病気）」、 

病気の悩み・影響（統合失調症）」となっています。８０歳以上の男性では、約７割 

「病気の悩み（身体の病気）」を原因・動機にあげています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）経済・生活問題 

  「事業不振」が最も多く、次いで「負債（その他）」、「負債（多重債務）」・「生活 

苦」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）家庭問題 

「家族の将来悲観」が最も多く、次いで「夫婦関係の不和」、「家族の死亡」とな 

っています。女性では「親子関係の不和」が最も多くなっています。「介護・看病

疲れ」は男性のみが原因・動機として挙げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

19%
12%

4%

15% 14% 16%

1% 1%
7%

1%

1%

1%

1%
3%

1%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

事
業
不
振

失
業

就
職
失
敗

生
活
苦 負

債

（
多
重
債
務
）

負
債

（
そ
の
他
）

借
金
の

取
り
立
て
苦

自
殺
に
よ
る

保
険
金
支
給

そ
の
他

男 女

20% 24%
7%

1%
8% 2% 1%

5%

18%

8%
3%

1% 1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

病
気
の
悩
み

（
身
体
の
病
気
）

病
気
の
悩
み
・
影
響

（
う
つ
病
）

病
気
の
悩
み
・
影
響

（
統
合
失
調
症
）

病
気
の
悩
み
・
影
響

（
薬
物
乱
用
）

病
気
の
悩
み
・
影
響

（
そ
の
他
の
精
神
疾

患
）

身
体
障
害
の
悩
み

そ
の
他

男 女

13%
3%

8%

20%

5%
10%

3%
10%

5%
8%

8%

3%

5%

3%

0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%

親
子
関
係
の
不
和

夫
婦
関
係
の
不
和

そ
の
他
家
族
関
係
の

不
和

家
族
の
死
亡

家
族
の
将
来
悲
観

家
族
か
ら
の

し
つ
け
・
叱
責

子
育
て
の
悩
み

介
護
・
看
病
疲
れ

そ
の
他

男 女
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（４）勤務問題 

「仕事疲れ」が最も多く、次いで「仕事の失敗」「職場の人間関係」となっていま 

す。勤務問題を原因・動機として挙げる女性の割合は少なく、男性は２０歳代～

７０歳代と幅広い年代にみられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）その他 

「その他」が最も多く、次いで「孤独感」となっています。「孤独感」を原因・動 

機として挙げたうちの約６割が７０歳以上です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：警察庁自殺統計原票データを厚生労働省（自殺対策推進室）において特別集計 

（自殺日・居住地） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23%

5%

27%

5% 5%

18%
18%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

犯
罪
発
覚
等

後
追
い

孤
独
感

近
隣
関
係

そ
の
他

男 女

19% 19%
13%

39%

6%

3%

0%

10%

20%

30%

40%

仕
事
の
失
敗

職
場
の
人
間
関
係

職
場
環
境
の
変
化

仕
事
疲
れ

そ
の
他

男 女
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27.2 

43.7 

19.8 

58.8 

44.8 

65.1 

14.0 

11.5 

15.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

女

男

あり なし 不詳

（５）自殺未遂の状況       

５－１ 自殺未遂歴有無の割合 （平成２９年～令和３年合計） 

自殺未遂歴の状況をみると、自殺者の２７．２％に自殺未遂歴があります。特に女

性は４３．７％に未遂歴があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：地域自殺実態プロファイル 2022年更新版 

 

５－２ 自殺未遂歴有無の割合 （全国、福岡県比較）（平成２９年～令和３年合計） 

全国、福岡県と比べ、自殺未遂歴の割合が高くなっています。女性については特に

差が大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：地域自殺実態プロファイル 2022年更新版 

 

19.4 

19.9 

27.2 

62.3 

61.3 

58.8 

18.3 

18.8 

14.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

福岡県

久留米市

あり なし 不詳

19.8 

14.8 

14.5 

65.1 

65.6 

65.8 

15.1 

19.6 

19.7 

0% 50% 100%

久留米市

福岡県

全国

男 あり なし 不詳

43.7 

29.9 

30.4 

44.8 

54.7 

52.5 

11.5 

15.3 

17.1 

0% 50% 100%

久留米市

福岡県

全国

女 あり なし 不詳
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３ 令和４年度久留米市民意識調査 

 

 （１）調査対象等 

・調査対象  久留米市に在住する満 18歳以上の人（７，０００人） 

・調査期間 令和４年７月21日～８月19日 

・回答数（率）3,532票（50.5％）うちインターネット回答９７０票 

・回答者の属性 

 単位は上段：人、下段：％ 

（２） 調査結果 

① 不安や悩み、ストレスの状況 

ここ 1か月くらいの間に、不安や悩み、ストレスをかかえたことが『ある』（大 

いにある・多少ある）人は６５．９％でした。平成２９年度調査に比べ３．７ポイ

ント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性

別 

Ｎ=3,532 全体 18～29 歳 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳以上 無回答 

男性 
1,533 146 177 288 280 350 290 2 

43.4 9.5 11.5 18.8 18.3 22.8 18.9 0.1 

女性 
1,981 238 264 352 353 421 353 0 

56.1 12.0 13.3 17.8 17.8 21.3 17.8 0 

無回答 
18 0 0 0 1 2 10 5 

0.5 0.0 0.0 0.0 5.6 11.1 55.5 27.8 

計 
3,532 0 441 640 634 773 653 7 

100.0 0.0 12.5 18.1 18.0 21.9 18.5 0.2 

23.3

19.9

42.6

42.3

27.6

29.6

5.7

7.0

0.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度調査

全 体（Ｎ=3,532）

平成29年度調査

全体（Ｎ=1,765）

大いにある 多少ある あまりない まったくない 無回答
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性別・年代別にみると、男女ともに年齢の低い層で不安や悩み、ストレスを抱え

たことが『ある』の割合が高い傾向にあります。内訳をみると「大いにある」は男

性の１８歳～３０歳代、女性の１８歳～４０歳代で３割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.9 

14.7 

24.1

34.7

33.3

34.0

10.7 

12.9 

25.7

27.4

33.9

31.5

37.4 

43.2 

45.0

45.2

47.3

44.5

33.1 

44.0 

41.8

45.8

42.4

39.0

41.1 

33.3 

26.3

17.3

14.8

17.2

43.4 

36.3 

26.4

21.5

19.2

19.2

6.5 

8.3 

4

2.3

3.8

4.2

10.7 

6.0 

5.7

4.2

4

8.9

1.1 

0.5 

0.6

0.6

0.8

0

2.1 

0.9 

0.4

1.1

0.6

1.4

0 20 40 60 80 100

70歳代以上(N=３５３）

60歳代（Ｎ=４２１）

5０歳代（Ｎ=３５３）

40歳代（Ｎ=３５２）

30歳代（Ｎ=２６４）

18～29歳（Ｎ=２８３）

70歳代以上（Ｎ=２９０）

60歳代（Ｎ=３５０

50歳代（Ｎ=２８０）

40歳代（Ｎ=２８８）

30歳代（N=１７７）

18～29歳(Ｎ=１４６）

女
性

（
N

=1
,9

8
1
）

男
性

（
N

=1
,5

3
1
）

（％）

大いにある 多少ある あまりない まったくない 無回答
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② 不安や悩み、ストレスの原因（複数回答） 

 不安や悩みストレスの原因は「勤務問題」が最も多く、「健康問題」「家庭問題」

が上位となっています。 

男性では、①「勤務問題」②「健康問題」③「経済問題」 

女性では、①「家庭問題」②「健康問題」③「勤務問題」の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男性では１８歳～５０歳代までは「勤務問題」が最も多く、６０歳代以上は「健

康問題」が多くなっています。女性では１８歳～５０歳代までは「勤務問題」が多

く、３０歳代からは家庭問題の割合も増加しています。６０歳代以上は「健康問題」

が５割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.0 4.1 0.81.11.4-
4.4 3.7 4.94.65.63.2

0.6 0.0 0.8 7.84.7 24.6
0.6 0.4 2.93.6 11.7 24.1

7.2 29.1 53.755.555.4 63.1
18.2 25.4 38.540.633.832.1

63.5 54.9 48.444.533.823.5
44.8 51.2 48.4 55.553.130.5

0 20 40 60
70歳代以上（Ｎ=181） 女性

家庭問題 健康問題 経済問題 勤務問題 男女問題 学校問題 その他 無回答

1

1

1

1

2

5

5

5

27

60

81

89

607

435

608

650

14

39

44

74

553

357

419

336

0 100 200 300 400 500 600 700

無回答

その他

学校問題

男女問題

勤務問題

経済問題

健康問題

家庭問題

（人）

男性（Ｎ=966） 女性（Ｎ=1,350） 回答しない（Ｎ=11）

2.4 

2.0

0.5

0.9

2.2

1.0

3.9 

4.5

3.2

2.8

5.9

4.9

0.0 

0.5

1.1

5.2

5.2

22.3

1.6 

2.0

4.2

12.3

12.6

16.5

17.3 

42.2

68.3

73.5

68.1

67.0

26.8 

33.7

39.7

41.7

39.3

37.9

66.1 

55.8

43.4

37.0

31.1

20.4

33.1 

36.7

36.0

37.4

43.0

15.5

0 20 40 60 80

70歳代以上（Ｎ

=127）

60歳代（Ｎ=199）

50歳代（Ｎ=189）

40歳代（Ｎ=211）

30歳代（Ｎ=135）

18～29歳（Ｎ=103）

（％）

男性

5.0 

4.1 

0.8

1.1

1.4

-

4.4 

3.7 

4.9

4.6

5.6

3.2

0.6 

0.0 

0.8

7.8

4.7

24.6

0.6 

0.4 

2.9

3.6

11.7

24.1

7.2 

29.1 

53.7

55.5

55.4

63.1

18.2 

25.4 

38.5

40.6

33.8

32.1

63.5 

54.9 

48.4

44.5

33.8

23.5

44.8 

51.2 

48.4

55.5

53.1

30.5

0 20 40 60

70歳代以上（Ｎ=181）

60歳代（Ｎ=244）

50歳代（Ｎ=244）

40歳代（Ｎ=281）

30歳代（Ｎ=213）

18～29歳（Ｎ=187）

（％）

女性



16 

 

③ 不安や悩み、ストレスを相談することへのためらい 

不安や悩み、ストレスを抱えた場合に、誰かに相談したり助けを求めることにた

めらいを『感じる』割合は全体の３６．０％で、平成２９年度の調査時に比べ減少

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年代別にみると男女とも年齢の低い層で『感じる』の割合が高くなっています。

男性では１８歳～５０歳代までが『感じる』の割合が５割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.9

16.0

23.1

33.9

37.3

20.5

17.4

19.6

7.4

7.6

1.9

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度調査

全 体（Ｎ=3,532）

平成２９年度調査

全体（Ｎ=1,765）

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 感じない わからない 無回答

20.5

19.2

15.3

20

10.9 

12.1 

12.2

13.6

13.1

11.3

9.5 

7.1 

15

21.9

24.3

30.2

22.1

26.9 

12.4 

26.5

23.9

26.4

22.9

19.5 

20.7 

40

21.9

33.9

31.9

33.2

36.0 

41.7 

30.7

33.3

34.1

42.8

46.1 

45.0 

35

24.7

16.4

9.7

16.4

15.1 

19.3 

26.9

21.2

20.7

14.4

17.3 

13.9 

5

8.2

5.6

11.5

7.1

8.9 

10.7 

3.8

7.2

4.5

5.9

5.7 

9.9 

5

2.7

0.6

1.4

1.1

2.3 

3.8 

0.8

1.1

2.5

1.9 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性：18～29歳（Ｎ=146）

男性：30歳代（Ｎ=177）

男性：40歳代（Ｎ=288）

男性：50歳代（Ｎ=280）

男性：60歳代（Ｎ=350）

男性：70歳以上（Ｎ=290）

女性：18～29歳（Ｎ=238）

女性：30歳代（Ｎ=264）

女性：40歳代（Ｎ=352）

女性：50歳代（Ｎ=353）

女性：60歳代（Ｎ=421）

女性：70歳代以上（Ｎ=353）

回答しない（Ｎ=3）

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 感じない わからない 無回答
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③－２ ためらいを感じる原因 （複数回答） 

 ためらいを感じる原因は「精神的な悩みを話すことに抵抗があるから」が最も高

くなっています。次いで「根本的な問題の解決にならないから」、「家族や友達など

身近な人には相談したくない（できない）悩みだから」などが 3割台となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.5

32.1

31.0

20.7

13.4

12.8

10.8

7.7

7.1

6.4

3.7

1.4

47.2

30.3

33.5

22.3

13.0

11.2

9.1

7.3

7.3

5.6

4.2

0.7

45.9

34.1

28.9

19.7

13.6

14.3

12.4

8.0

6.9

7.3

3.3

1.9

45.5

9.1

27.3

-

18.2

9.1

9.1

9.1

9.1

-

-

9.1

0 20 40 60

精神的な悩みを話すことに抵抗があるから

根本的な問題の解決にはならないから

家族や友達など身近な人には、相談したくない（できな

い）悩みだから

自分の悩みを解決できるところはないと思っているから

専門家に相談したいと思っているが、相談するハードル

が高く感じるから

どれを利用したらよいか分からないから

過去に、身近な人に相談したが、解決しなかった（嫌な

思いをした）から

受診などお金が掛かることは避けたいから

時間の都合がつかないから

過去に、病院や支援機関等に相談したが、解決しなかっ

た（嫌な思いをした）から

その他

無回答

（％）

全体（Ｎ=1,273） 男性（Ｎ=591） 女性（Ｎ=671） 回答しない（Ｎ=11）
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④ 不安や悩み、ストレスの相談先（複数回答） 

不安や悩み、ストレスを抱えた場合の相談先は「同居の家族や親族」が最も高く、

次いで「友人・知人」、「別居の家族や親せき」などの割合が高くなっています。男

女とも１８歳～２９歳は「友人・知人」、３０歳以上は「同居の家族や親族」の割合

が高くなっています。 

  

同
居
の
家
族
や
親
族 

友
人
・知
人 

別
居
の
家
族
や
親
族 

職
場
の
上
司
・同
僚 

か
か
り
つ
け
医
の
医
療
機
関
（精
神
科
や
心
療
内
科
を
除
く
） 

精
神
科
や
心
療
内
科
な
ど
の
医
療
機
関 

市
役
所
・保
健
所
な
ど
の
公
的
機
関 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・障
害
者
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー 

学
校
の
先
生 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
（LIN

E

ほ
か
） 

民
生
委
員
・児
童
委
員 

職
場
の
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

学
校
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

薬
局 

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
℡
相
談 

相
談
し
な
い 

相
談
す
る
相
手
は
い
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体（Ｎ=3,532） 66.5  56.1  40.3  16.0  9.2  5.1  3.7  1.8  1.4  1.2  1.0  0.8  0.6  0.6  0.5  6.2  2.3  0.7  0.9  

男

性 

18～29 歳（Ｎ=146） 60.3  67.8  26.0  17.8  5.5  7.5  0.7  1.4  8.9  3.4  0.0  0.0  2.1  0.7  0.0  8.2  2.1  0.7  1.4  

30 歳代（Ｎ=177） 66.7  55.9  28.2  31.6  1.1  2.8  2.3  － － 1.1  － 1.7  1.7  0.6  0.6  11.9  3.4  － 0.6  

40 歳代（Ｎ=288） 63.9  49.0  28.5  27.4  4.9  5.9  3.5  0.3  1.0  1.0  1.0  1.4  0.3  0.7  0.3  8.0  4.2  1.4  0.7  

50 歳代（Ｎ=280） 65.0  44.3  26.4  21.8  9.3  4.6  4.3  1.1  － 0.7  1.1  2.9  － 0.7  － 8.9  4.6  0.7  0.7  

60 歳代（Ｎ=350） 70.3  45.1  32.3  10.3  14.6  6.3  5.4  1.4  － － 0.6  0.6  － 0.9  0.6  8.0  1.4  0.6  0.9  

70 歳以上（Ｎ=290） 69.0  32.4  40.0  1.0  20.0  4.8  7.2  5.9  － 0.3  2.4  － － 0.3  0.7  7.2  2.4  － 2.4  

合計（Ｎ=1,533） 66.4 46.8 30.9 17.0 10.4 5.4 4.4 1.8 1.0 0.8 1.0 1.1 0.5 0.7 0.4 8.5 3.0 0.6 1.1 

女

性 

18～29 歳（Ｎ=238） 56.3  80.7  31.9  20.2  1.7  4.6  0.8  0.4  5.0  4.2  － － 1.7  － － 2.9  1.3  0.8  － 

30 歳代（Ｎ=264） 70.5  66.3  50.4  23.9  4.5  6.4  1.9  1.1  3.0  2.7  0.8  0.8  1.5  0.4  0.4  3.8  1.5  1.5  0.8  

40 歳代（Ｎ=352） 69.9  69.3  47.2  24.4  4.5  7.4  1.7  0.9  2.6  1.4  0.3  0.6  0.9  0.3  1.1  3.7  2.3  0.3  1.1  

50 歳代（Ｎ=353） 68.8  59.8  46.2  20.1  6.8  2.8  3.7  1.4  0.8  1.1  0.6  1.1  0.3  － 0.3  7.1  2.0  0.6  0.6  

60 歳代（Ｎ=421） 68.6  59.9  54.2  7.4  10.2  3.8  4.0  1.7  0.2  0.7  1.7  0.7  － 0.7  0.5  4.3  1.4  0.2  0.5  

70 歳以上（Ｎ=353） 64.0  50.4  50.7  0.8  17.8  4.5  5.4  4.2  － 0.6  2.5  － 0.3  1.4  0.8  4.2  2.0  1.1  1.4  

合計（Ｎ=1,981） 66.8 63.2 47.7 15.2 8.2 4.8 3.1 1.7 1.7 1.6 1.1 0.6 0.7 0.5 0.6 4.4 1.8 0.7 0.8 

性

別 
回答しない（Ｎ=20） 40.0  65.0  30.0  10.0  15.0  15.0  5.0  5.0  － － － － － － － 10.0  5.0  － － 

 

 

 

 

 

 


